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【概 要】内藤マーケティング論ゼミでは 2013 年以降、まちづくりなど地域振興に関連する各種のイ

ベントの開催告知のために、大型路上広告を活用した広告効果測定実験を実施してきました。今回は

シティライフ学部学生が主催する音楽イベントの開催告知広告を展開するにあたり、大型路上広告に

加えて、SNS を活用した動画での告知広告等、複数のメディア広告を作成、それぞれの広告効果の測

定を試みます。 
【栃木を元気にするには】「地域社会貢献分野」＝イベント来場者の属性と広告の認知、理解、確信、

行動（来場）の誘因となったメディアの関連性を明らかにすることにより、効果的な告知広告作成が

可能となります。「ものづくり分野」＝栃木県の特性を踏まえた、まちづくりや地域振興関連イベント

広告作成のための産業と人材の育成に繋がります。 
 
１．広告効果測定実験の概要 
今回の調査研究で対象とするイベントとして、シティライフ学部西山ゼミが企画し１０月９日

（日）に市内大谷地区遠見埼で開催する「大谷ミュージックフェスタ」を選定しました。 
このイベント開催告知のために制作されたチラシ・ポスターのデータをもとに、大型路上広告と約

５０秒の動画による開催告知広告を製作し、チラシ・ポスターを含めた３種類の告知広告メディア別

に、広告効果を測定します。広告の露出機関にはそれぞれのメディアで若干の差があります。 
大型路上広告は９月２７日（火）からイベント開催当日の１０月９日（日）まで掲示、動画告知広

告は９月２９日（木）にＹＯＵ ＴＵＢＥ、Ｆａｃｅｂｏｏｋにそれぞれれアップし、大型路上広告

と同様にイベント当日までの掲載とします。このほかにも、宇都宮シティキャンパス１階エントラン

スホール内に大型ディスプレイを設置し、大通り沿いの歩道に向けて、動画広告を放映することを計

画しています。 
１０月９日（日）のイベント当日には、来場者に対して、グーグルフォームを活用したアンケート

調査を実施し。来場者総数に占める各種のメディア別の広告を見たことがあるとする回答割合（認知

率）を算出します。 
 
２．大型路上広告の製作と掲示 

大型路上広告は、宇都宮共和大学シティライフ学部の宇都宮シティキャンパス本館 2 階、3 階部分の

メディアセンターの南側の出窓、縦横およそ．５メートルの空間に、まちおこしに関連する各種イベ

ントに関連した告知広告を掲示するものです。 
印刷物の１枚あたりの大きさは横１８１センチ、縦１１０センチで、この印刷物の最大で２４枚組

み合わせて掲示します。大型路上広告は、通常の屋外広告やラッピングと比較して、製作費が安価

で、環境に優しく、原則として建物内の掲示であるため景観条例等の規制を受けにくい、という特性

があり、このことから、従来、まちづくりや地域振興を目的する各種イベントの開催に際して、その
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告知に十分な予算を割くことのできない組織支援の目的で実施されてきたという経緯があります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
大谷ミュージックフェスタ チラシ・ポスター原案データをもとに製作・掲示した 
チラシ・ポスター原案 大型路上広告（市内大通り大工町バス停前） 
 
３．動画メディアの製作と公表  

大谷ミュージックフェスタのチラシ・ポスターのデータをもとに、約６０秒の動画広告を製作しま

した。動画の内容は、イベントへの出演者の紹介画像、イベント開催会場、開催日程等の情報をスラ

イドショーで紹介するもので、動画の最後には大型路上広告の掲示作業の動画の一部を早送りで紹介

しています。掲示作業の動画を最後に配置したのは、動画による公告に、他の動画広告にはない特色

を持たせる狙いがあります。 
動画広告は YOU TUBE とＦａｃｅｂｏｏｋに掲載し、イベント当日までの閲覧数や、評価やコメ

ントなどのデータも計測する予定です。 
 
４．広告効果測定の方法 

広告効果の測定には、「広告効果測定のための広告目標の明確化（DAGMAR MODEL：Defining  
Advertising Goals for Measured Advertising Results）」の考え方を活用します。DAGMER MODEL 
では広告が未知、認知、理解、確信、行動の５段愛について、どの程度の効果を上げたかを測定しま

すが、今回の効果測定実験では、イベント告知広告を見たとアンケートに回答した人が広告を認知、

理解、確信したうえで、来場するという行動に出たものとして、来場者総数に占める各種メディア別

の広告認知率を比較します。 
グーグルフォームを活用したアンケート調査項目の中には、年齢、性別、居住地等の回答者属性に

関する質問項目を設定し、来場者のこれらの属性と各種メディア別の広告の認知率を比較検討できる

データの収集を目指します。 
この広告効果測定実験により、一定の特性をもつ消費者に対して、複数のメディアの中からどのよ

うなものを選択すれば、より効果な開催告知広告を行うことができるかを明らかにしたいと考えてい

ます。 
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